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鳥取県栽培漁業センター 沈砂槽

鳥取沿岸の水温

平年より 0.2℃低め

７月上旬の水塊配置と対馬暖流

令和８年４月から下記２社の広告を１年間掲載することになりました。

いつの時代も、技術とサービスをもって水産業・漁業の皆様を支援してまいります
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島根沖冷水域 11℃以下の冷水域はN36˚10‘以北に認められ、平年（直近10
年）と比べ、やや接岸傾向でした。

隠岐諸島北方の冷水域 11℃以下の冷水域は、N36˚40’以北に認められました。

山陰・若狭沖冷水域 11℃以下の冷水域はN36˚50’以北に認められ、平年と比べ、
かなり接岸傾向でした。

対馬暖流の流路

鳥取県沖では、主流の一部が冷水域に沿い島根半島から東に
向かい流れると考えられる。山陰・若狭沖冷水域は平年と比べ、
やや接岸傾向であるため、流路は平年よりも沿岸に近いと考
えられます。
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平均水温は19.0℃を示しています。
【前年差： +0.04℃、平年（直近30年）差： +1.07℃】

隠岐海峡と鳥取県沖（点線範囲内）の
平均水温は23.0℃ を示しています。
【前年差：-1.17℃、平年（直近30年）差： +0.37℃】

鳥取県東部沖には10℃以上を示す暖水域は
確認されませんでした。

平均水温は16.0℃を示しています。
【前年差： +0.16℃、平年（直近30年）差： +0.53℃】

ベニズワイかご漁業 2025年漁期が終了

海域別の水揚ケース数

月別の平均水揚コンテナ数と平均単価の推移

境港水産事務所

境漁港の水揚金額が200億円を突破！

マイワシの水揚げの様子

昭和４８年以降の水揚量・水揚金額

境漁港における令和8年の水揚金額が、7月3日に
200億円を突破しました（昨年は11月14日）。

今年は主力のまき網漁業が昨年に引き続き好調
で、境漁港全体の6月末までの水揚状況では、水揚
量は10.2万ｔ（昨年比110％）、水揚金額は198億円
（同152％）と昨年を上回っています。特に単価が
194円/kg（同139％）と高水準のため、水揚金額が
昨年より大幅に増加しました。これは、さば類とマイ
ワシが年末から好調だったことに加え、太平洋側で
さば類とマイワシの水揚げが少なく、国内需要が高
まり魚価が高くなったためと言われています。

また、今年の大漁日（1,000ｔ以上
の水揚げ日）は7月3日時点で42回
と、過去最高（平成25年の37回）を
すでに超えています。

境漁港の年間水揚金額は、平成
7年以降、300億円を突破していな
いため、今後も順調に水揚げが続
いて31年ぶりの300億円突破に期
待したいところです。

◆夏場に向けてのご注意◆
・夏休みに入り、人の往来が増える時期になりました。
・漁具や漁業用機器の盗難に注意しましょう。

栽培漁業センター

～クロモの研究に着手しました～
クロモ(Papenfussiella kuromo)は、特に県西部で古くから

利用されてきたナガマツモ科の海藻であり、「ボウズゴロシ」
の名で知られています。このクロモについて、漁業者から増殖
に向けた要望があり、今年度から研究に着手しました。
クロモは海水温によって生活史を変化させる少々特殊な海藻であり、

高水温では微小な状態で生活するものの、低水温では遊走子(種)から直
接藻体に生育する生活史を持ちます。
現在、当センターでは低水温・高水温両方

の環境を作り、生活史を再現する試験に取り
組んでいます。まだ基礎的な段階ですが、生
産技術の確立に向けた研究を続けていきます。

低温条件
「微小発芽体幼体」

（図の３番）

高温条件
「微小発芽体幼体」
及び「複子嚢」
（図の2・5番）

クロモの生活史 「藻類の生活史集成」より抜粋
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⇒2025年漁期は、前年並みでした。

⇒2025漁期の6～7月は高い単価で推移しました。

水産試験場

水産振興課
漁業調整課
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